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令和６年荒川区教育委員会第１回定例会 

 

 

 １ 日  時      令和６年１月１２日   午後２時００分 

 

 ２ 場  所      特別会議室 

 

 ３ 出席委員    教   育   長           高 梨 博 和 

           委      員           小 林 敦 子 

委      員           長 島 啓 記 

 

 ４ 欠席委員    教育長職務代理者           坂 田 一 郎 

           委      員           繁 田 雅 弘 

 

 ５ 出席職員    教 育 部 長           三 枝 直 樹 

           教 育 総 務 課 長           山 形   実 

           教 育 施 設 課 長           的 場   寛 

           教 育 施 設 計 画 担 当 課 長           田 中 欣 也 

           学 務 課 長           佐 藤 彰 洋 

           指 導 室 長           下 条 知 淑 

           教育センター所長           杉 山   茂 

           ゆ い の 森 課 長           山 下 英 男 

           書      記           原 田 正 伸 

           書      記           松 本 典 之 

           書      記           齋 藤 一 幸 

           書      記           丸 田 恭 雅 

           書      記           宮 島 弘 江 
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（１）報告事項 

   ア 令和５年度荒川区教育委員会主要施策に関する点検・評価の実施結果について 

   イ 令和５年度文部科学大臣優秀教職員表彰の被表彰教職員について 

   ウ 令和５年度東京都教育委員会職員表彰被表彰者について 

   エ 第１６回柳田邦男絵本大賞の受賞者について 

 

（２）その他 
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○教育長 ただいまから荒川区教育委員会令和６年第１回定例会を開始させていただきます。 

 初めに、出席者数の御報告を申し上げます。本日、３名出席でございます。 

 議事録の署名委員につきましては、小林委員、長島委員、御両名にお願いいたします。よ

ろしくお願いします。 

 １０月１３日開催の第１９回定例会及び１０月２７日開催の第２０回定例会の議事録を皆

様にお送りしてございます。次回の定例会で承認についてお諮りいたしたいと考えてござい

ます。恐縮ですが、次回までに御確認いただき、お気付きの点等について事務局まで御連絡

をお願いいたします。 

 それでは、ただいまから本日の議事日程に従いまして、議事を進行させていただきます。 

 本日は報告事項が４件となっております。 

  初めに、報告事項ア「令和５年度荒川区教育委員会主要施策に関する点検・評価の実施結

果について」を議題といたします。山形教育総務課長、説明をお願いします。 

○教育総務課長 「令和５年度荒川区教育委員会主要施策に関する点検・評価の実施結果につい

て」でございます。 

  資料の３ページを御覧いただければと思います。 

  ポイントのところでございます。地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づきまし

て、教育委員会の点検・評価につきまして、本年度の実施結果及び昨年度の実施結果に対し

報告をするものでございます。 

  内容のところを御覧いただければと思います。 

  主要施策の点検・評価につきましては、平成１９年６月に地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部が改正されまして、平成２０年度から毎年その権限に属する事務の管理及

び状況について点検・評価を行いまして、議会の報告、公表が義務付けられております。こ

れに基づきまして、本年度の報告をさせていただくところでございます。 

  ２番目でございます。令和５年度、本年度の対象は、体育と道徳、この２教科でございま

す。外部評価を行いました学識経験者につきましては、荒川区の教育行政をある程度知って

いる方をこれまでもお願いをしているところでございます。 

  体育の担当につきましては、荻原朋子氏。順天堂大学スポーツ健康科学部スポーツ科学科

先任准教授でございます。道徳の担当については、赤堀博行氏。帝京大学教育学部初等教育

学科教授。元尾久小学校の教諭でございます。 

  経過につきましては、御覧いただきましたように、昨年度まではコロナでなかなか視察が

難しいところもあったのですが、本年度については５類になったことで十分御視察を頂いた

ところでございます。 
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  ５番、外部評価の概要でございます。実際の報告書からは、まず、この資料の１８ページ

以降が体育の評価になっているところでございます。概要のところを御説明させていただけ

ればと思います。 

  新体力テストの結果につきまして、荒川区の児童生徒の体力につきましては、都の平均を

やや下回っているところでございます。小学校の高学年の女子と中学校の１年生の女子で、

体力合計点では都平均を上回っておりますが、そのほかの学年等については下回っていると

ころでございます。 

  体力向上に関わる取組につきましては、各学校におきまして、体育主任研修会の実施です

とか、体力向上週間の設定、例えば縄跳び検定だとか、一輪車検定だとか、そういうような

各学校で取組を行っているところでございます。 

   体育の授業の改善につきましては、今回御視察いただきましたのが赤土小学校です。小学

校の高学年で教科担任制の導入をしております。中学校では体育教員という形でありますけ

れども、小学校ですとクラス担任ですが、その中で赤土小学校は、一部で体育としての教科

担任を置いているところでございます。このことについては高く評価を頂きまして、授業準

備の短縮ですとか、授業の改善の仕方などが改善できるという評価を頂いているところでご

ざいます。 

  中学校につきましては、ＬＧＢＴＱですとか、他国籍の生徒への配慮、また、プールの女

子に対する配慮などの必要性が今後求められているところでございます。 

  また、屋外運動場の狭さですとか、距離について、例えば諏訪台中学校の第二グラウンド

などについては、体育の授業の中では少し障害があるという点が指摘されました。 

  ＩＣＴの活用でございます。実際にＩＣＴ、タブレットを使って走る姿の動画などを撮っ

ているところもあるのですが、かなりタブレットも古くなってきたところもありまして、動

きが悪くなってきたりですとか、Ｗｉ－Ｆｉですので、屋外ですとちょっとつながりにくい

という御指摘も頂いているところでございます。 

  運動部の活動における外部指導員については、まだ部活の地域移行については今、検討し

ているところですが、報償費で探しております外部指導員については、適切に配置、指導が

良好に行われていると御指摘いただきました。 

  体育の方のまとめでございます。体育の授業については、やはり楽しい、どの教科もそう

なのですが、楽しく体育の授業を受けるというのが重要であり、学校全体としても長期的に

そういう楽しめるような取組を行うほうがよい。また、清里や下田の移動教室で実際に体を

動かすということは、卒業後も、例えば登山ですとか水泳を続けることなど、体育の継続的

なものにつながると評価を頂いたところでございます。 
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  次の４ページを御覧いただければと思います。道徳でございます。 

  本報告書の方では２７ページ以降のところに記載してあるところでございます。 

  まず１点目、教育活動全体を通じた道徳教育についてでございます。 

  赤堀先生は、教育、学校で行う活動そのもの、全体が道徳に結びつくよという考え方をお

持ちで、全体計画を全校から出させていることについては、評価を頂いたところでございま

す。また、計画の内容についても、今後も見直しを期待したいと御指摘を頂きました。 

  また、例えば校内の掲示物、人権の標語ですとか、いじめの防止の標語は、人権の普及啓

発活動には意義深いと御指摘を頂きました。 

  道徳科の授業についてでございます。 

  道徳教育の中心については、道徳教育推進教師が任命されているところでございます。こ

のスキルが重要でございますので、教育委員会で実施をしております道徳教育推進教師の研

修は教師のスキルアップをする上では重要だと御指摘いただきました。 

  また、荒川区で独自に作っております荒川区道徳教育郷土教材集、単なる教科書だけでは

なく、荒川区独自のものというのは身近に感じられる教材であり、活用を期待したいと御指

摘いただきました。 

  また、教師の自主的な研究団体であります荒教研は横のつながりも含めて、道徳科の授業

向上にはやはり非常に効果的な活動であると評価を頂いています。 

  今回、御提案で荒川区では実施をしてございませんが、道徳教育コーディネーターという

制度を設けている自治体もございます。今後、そういったものも考えてよいのではないかと

いう御意見を頂いたところでございます。 

  家庭や地域との連携につきましては、視察をしていただいた学校がちょうど研究発表を行

っていたところでございます。保護者や地域の方々が実際に参加をされて見られていた。こ

ういったことは子どもたちだけでなく、地域ですとか保護者も一緒に取り組むというのは効

果が期待できる。 

  全体といたしましては、道徳教育に関わる取組としては総じて良好であるという評価を頂

いて、今後も道徳教育の一層の推進に期待をしたいとまとめていただきました。 

  ６番でございます。今回の報告書は道徳と体育ですが、前年度、昨年度が社会と理科の状

況についての今年度の対応状況でございます。 

  書いてまとめることについては、思考力育成には欠かせない、ＩＣＴのすみ分けをという

御指摘を頂いたところでございます。これについては、ＩＣＴはあくまでもツールとして捉

えてはございますので、教師のところにタブレットＰＣ活用指針をちゃんと策定しまして、

配布をして、ＩＣＴと書いてまとめるというところ、これをしっかりすみ分けをして活動し
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ていきたいと考えているところでございます。 

  また、昨年、観察実験アシスタント、小学校の教員が理科の実験をするとき、アシスタン

ト、例えば試験管で酸素を作る実験だとか、そういうものをアシスタントする者がございま

す。昨年、御指摘いただいて、全校配置ができていないので、教育委員会としてもなるべく

人材確保に努力すべきという御指摘を頂きました。東京都の中に人材バンクがございますの

で、そういったものを紹介するとともに、区のホームページでも公募をしているところでご

ざいます。 

  また、先ほどの体育のところでも出てきましたが、昨年も下田から見える星座ですとか、

伊豆の地層などは、理科にとっては非常にいい勉強であるということでしたので、下田移動

教室のしおりや読本を教師に配布いたしました。子どもたちは事前研修などでテーマに分か

れてそういったものも勉強しながら移動教室へ参加しているところでございます。 

  今後の予定については、１月１５日の文教・子育て支援委員会に報告する予定を考えてい

るところでございます。 

  雑駁ではございますが、説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

○教育長 ただいまの説明につきまして、御質問等ございましたらお願いいたします。 

  長島委員、どうぞ。 

○長島委員 感想と質問になってしまうと思うのですが、体育については、まとめのところで

「体育の時間は楽しい」ということが重要で、これからも体育の授業が楽しくなるような工

夫をしながらやっていってほしいというまとめになっていますけれども、そのとおりといっ

たら変ですけど、強く共感しますので、そういった形で進めていってもらいたいなと思いま

したというのが一つです。 

  あと、体育の授業改善のところで、ＬＧＢＴＱと他国籍の生徒への配慮とあるのですけれ

ども、この表記なのですけど、他国籍の「他」が「他」よりは「多い」というほうがいいの

かなと思いました。資料本体の方にもありますが。 

  それから、道徳については、道徳教育コーディネーターの派遣ということが言われている

わけですけれども、道徳教育推進教師というのがあるわけですね。それと道徳教育コーディ

ネーターというのはどういう違いというか、どういう関係にあるのかということをちょっと

教えていただければと思います。以上です。 

○指導室長 ありがとうございます。 

  まず、体育の方からお答えをさせていただきます。 

  学校現場から体育については、子どもたちは体育学習には非常に前向き、体育が好きとい

う子が多いと校長から話を聞いております。しかしながら、こうやって結果として出ますと、
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平均としてはそれぞれあるのですけれども、子どもたち１人１人は得意な運動、例えば走る

のが速い子、水泳が得意な子、投げるのが上手な子、様々おりますので、荒川区としまして

は、総じて平均点は低いのですけど、１人１人の子が楽しんで体育を学んでいこうというと

ころで、今、現場では工夫をしておるところでございます。 

  今回、大谷選手のグローブも頂きまして、昨日、配布をしました。そういったことも含め

まして、意欲関心を高める取組というのは今後とも進めてまいりたいと思っております。 

  もう一つ、今、先生から御質問を頂きました道徳のコーディネーターについてでございま

す。 

  各校は道徳主任として、道徳教育推進教師を位置付けてございます。この役割としまして

は、校内でのコーディネーター役を担っております。具体的には指導計画の作成、また、教

員への指導です。特に若手教員に授業のアドバイスをするといった大きな役割を担っている

ところでございます。 

  今回、赤堀先生から御提案いただきました別のコーディネーターは、お聞きするところに

よりますと、例えば教育センター等に退職された校長先生が１人いらっしゃって、若手教員

を育成するように巡回をして、それぞれの道徳授業を御覧になって、そこで具体的な改善の

アドバイスをする、そういった仕組みを念頭に置いてお話になっていたということでござい

ます。 

  人の配置が必要ですので慎重に検討しますが、まず、道徳教育推進教師の指導力の向上を

教育委員会としては図っていきたいと考えているところでございます。 

○長島委員 分かりました。ありがとうございます。 

○教育長 他国籍の「他」は。 

○指導室長 そうですね。多国籍、先生おっしゃるとおり、様々な意味がございます。今回、特

に念頭にありましたのは、イスラムのお子さんがスカーフ等を巻いて、例えばそれで一生懸

命走るとか、そういうときにおいてもそれを無理やり取らせるということはなく、自分でし

っかり考えて参加してもらうとともに、周りで見ている周りの子どもたちがそれに対して差

別的な言動なく、しっかり理解をして共に頑張っていこうというような学級集団を作るとい

う意味も含まれてございますので、改めて検討させていただきます。 

○教育長 長島先生、よろしいですか。 

○長島委員 はい。 

○教育長 小林先生、いかがでしょう。 

○小林委員 この外部評価ですけれども、おおむね荒川区の教育事業が良好という形で的確に評

価をしていただきながら課題も御指摘いただきました。改めて外部評価の重要性を感じた次
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第です。 

  体育の方からいきますと、体育主任研修会の実施と体力に関する分析、対応した取組が各

校できちんと行われているという御評価を頂いておりますし、全体として、荒川区は体力向

上策を推進し、授業改善にも力を入れてきたということで、評価をしていただいていること

は非常にありがたいことです。 

  体育の下の方で、「清里や下田の移動教室による自然の中での身体活動は大変有意義であ

り、卒業後も運動を続けることに繋がる」ということがありまして、この御指摘は大変に重

要と思いながら読ませていただきました。 

  私自身は大学の中で教職課程を担当しておりまして、昨日ですけれども、教職課程の４年

生で教育実習を終えてきた学生と話をしておりまして、「今までの学校教育の生活の中で何

が一番楽しかった？」というので、学生１２人に聞きました。ほとんどが移動教室を挙げて

いまして、それ以外には合唱祭、体育祭といったいわゆるイベントを挙げている学生がほと

んどでした。残念ながら授業が面白かったという学生は１人もいなかったのですけれども。

それだけこういった移動教室が重要なのだなと思いました。移動教室で山に登ったのが楽し

くて、そうした経験があったから、大学生になって富士山に登ったとか、そういったことを

言っている学生もおりました。やはり小学校でのこういった自然の中の身体活動、極めて重

要だなと思った次第です。 

  それで、体育に関しまして、教えていただきたいと思うのですが、調査をした赤土小学校

は、荒川区の児童の体力の水準からいうと大体どのレベルにあるのでしょうか、中程度なの

でしょうか。また、この調査は令和５年度の調査で、都の平均をやや下回っているというこ

となのですが、経年的というか、長期的にはどうなのでしょうか。さらに、都の中で比較的

高い地域はどういった地域か、もしお分かりでしたら教えていただきたいと思っております。 

次に道徳ですが、荒川区の道徳活動を非常に評価していただいておりまして、これはとて

もありがたいと思っております。 

  その中で、「計画的に道徳教育推進教員研修を実施しており」ということで、この実態に

つきまして、お分かりの範囲で教えていただければと思っております。 

  以上、コメントと質問です。よろしくお願いいたします。 

○指導室長 まず、体育の方の先生の御質問にお答えさせていただきます。 

   今回、視察をしていただいた赤土小学校ですが、同校の結果は相対的に申し上げますと、

下位の方でございます。しかしながら、今回、校長が体育専門ということもございまして、

体力向上、運動能力向上には意欲を持って改善に取り組んでいる学校でございます。 

  ２点目の経年での傾向はどうなのかという御質問でございますが、今、平成２８年度から
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令和５年度までのデータが手元にあるのですが、それを見ますと右肩上がりというか、おお

むね運動能力向上は見受けられるというところがございます。 

  それから、東京都全体の中で高い地域はというところなのですが、こちらはやはり環境面

のところが多くございますので、比較的東京都の区部よりは多摩地域といったほうがよい傾

向がおおむね見られるところではございます。しかしながら、お稽古事等で水泳とか、それ

から体操クラブ、そういったところに通っているお子さんも中にはおりますので、一概には

言えないのですけれども、総じてはやはり外遊び、生活習慣といったところの基礎的な体力

の醸成といったところがデータには出やすいところがあります。私どももしっかりとこの結

果を踏まえて、できるところでまた家庭の方とも連携しながら向上に図っていきたいと思い

ます。 

  ２点目の道徳教育の研修の件でございます。こちらの方は主に授業研究、荒川区にも道徳

の指導教諭がおりまして、その指導教諭の授業を参観したり、それぞれの学校の優れた取組

を持ち寄って情報交換をしたりと、そうした実践的な授業改善の情報共有、情報交換をメイ

ンとしております。 

  また、赤堀先生もそうですけれども、講師の先生をお招きしまして、最新の道徳の動向、

道徳の指導の方向性といったところをしっかり踏まえて、各校の代表がそれを学校に持ち帰

って、他の教員に周知を図るという内容になってございます。以上でございます。 

○小林委員 ありがとうございます。 

  荒川区はもともと道徳教育に力を入れてきた区ということがございますよね。 

○指導室長 そうなのです。ですので、今、先生がおっしゃっていただいたように、各教員、ま

た都小道、全小道といった広域的な研究会にも積極的に参加しておりまして、そこでの研究

成果等もまた持ち帰って、さらによくするというサイクルを頑張っているところでございま

す。教育委員会としても今後も指導していきたいと思います。ありがとうございます。 

○小林委員 やはり先生方の研究会であるとか、そうした取組は非常に大事なのだなと思いなが

ら読ませていただきました。ありがとうございます。 

○教育長 よろしいですか、小林先生。 

○小林委員 はい。 

○教育長 そのほかございますでしょうか。 

○教育総務課長 先ほどの「他国籍」のところ、再度ちょっと今、調べていましたが、文科省の

ところが日本国籍の方と外国籍の方が結婚した場合、多国籍の児童と定義をされているよう

なので、「多い」という国籍というのが二つの国のお父さん、お母さんから生まれた子がど

うも定義に文科省で「多国籍児童」となっていたようでございます。ですので、ちょっと紛



 

- 11 - 

らわしいところもあるので、外国籍というぐらいに修正をさせていただければと思います。 

○小林委員 ただ外国籍となるとどうですかね。 

○教育長 いずれにしてもちょっと調べさせていただきます。 

○長島委員 さっき発言したのは「他」というとちょっと何か自分たちと違うという感じがして

しまうと思って。 

○教育総務課長 御指摘いただきました先生の方からの原稿をそのまま入れてしまったものです

から、ちょっとそれは考慮させていただければと思います。 

○教育長 それでは、本件についてはよろしいでしょうか。報告書をお読みいただきまして、御

不明な点等についてはぜひお問い合わせ、御確認を頂ければと思ってございます。 

  それでは、次に移らせていただきます。報告事項イ「令和５年度文部科学大臣優秀教職員

表彰の被表彰教職員について」を議題といたします。下条指導室長、説明をお願いします。 

○指導室長 「令和５年度文部科学大臣優秀教職員表彰の被表彰教職員について」、御報告いた

します。 

  御手元資料４９ページを御覧ください。 

   今年度は１名の教員が被表彰者となってございます。三富哲雄、汐入東小学校の指導教諭、

担当教科は英語でございます。 

  主な功績内容でございます。荒川区の英語教育の体系化に多大な貢献をしたということで

ございます。この教員は平成２７年度に当該校に着任しました後、主に荒川区小学校教育研

究会の英語部で中心的な役割を担ってまいりました。成果としましては、荒川区小学校英語

指導指針の改定に中心的な役割を果たしました。 

  それとともに、毎時間の「Ｌｅｓｓｏｎ Ｐｌａｎ」、１時間ごとの具体的な内容になり

ますが、「荒川区英語科Ｌｅｓｓｏｎ Ｐｌａｎ」の作成委員会におきましても、同様に中

心となりまして、本区の英語教育の体系化に貢献したものでございます。このような資料に

つきましては、現在でも各小学校において有効活用されております。こうした取組が荒川区

の英語教育の多大な貢献をしたところでございます。 

  さらに、この教員は指導教諭として、広く東京都全体の公立学校に向けて授業公開等をし

ており、多数の校内外の教員が見学に訪れるなどしており、東京都及び荒川区の英語教育全

体の推進の一翼を担っているところでございます。特に、この「Ｌｅｓｓｏｎ Ｐｌａｎ」

を区内だけでなく、実践例として広く都全体に教育効果を発揮して周知しているというとこ

ろも大きなポイントでございます。 

  さらに、記載にはございませんが、荒川区の事業であるワールドスクールに、着任した年

から関わり、毎年、途切れることなく引率者として参加して、同事業の発展に尽力してきた
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ところでございます。 

  以上のような功績をもちまして、今回、文部科学大臣優秀教職員表彰に該当したものでご

ざいます。 

  表彰式につきましては、令和６年１月１６日火曜日、東京大学安田講堂で行う予定でござ

います。今回は実際に直接参加しての表彰になっております。以上でございます。 

○教育長 ただいまの報告につきまして、御意見、御質問等ございましたらお願いいたします。 

  長島委員。 

○長島委員 この三富先生が表彰されるということで、ここに今、説明いただいたこれまでの活

動内容といいますか、それにふさわしい活動をされてきたのだなと思いました。 

  今回、文部科学大臣優秀教職員表彰ということで、東京都あるいは全体としてどのくらい

の先生方が表彰されているとか、そういったことは分かるでしょうか。 

○指導室長 文部科学大臣表彰の全体ですね。ちょっと今手元に資料がありません。また後ほど

確認して御報告いたします。 

○教育長 もしこの時間で分かるようだったら御報告させていただきます。 

  長島委員、そのほかいかがですか。 

○長島委員 大丈夫です。 

○教育長 よろしいですか。 

  小林委員。 

○小林委員 荒川区は小学校の英語教育に大変に力を入れてきまして、早い時期から小学校の段

階での英語教育を導入したり、あるいは、今、お話がありましたけれども、ワールドスクー

ルで小学校英語教育に力を入れてまいりました。 

  今回、三富先生が表彰されるということで、本当におめでたいことであると思っておりま

す。くれぐれもよろしく、おめでとうとお伝えください。 

○教育長 荒川区の英語教育にとって貴重な先生です。 

○小林委員 そうですよね。本当に貴重な方だと思います。 

○教育長 後ほど数字については確認をさせていただくことにして、次の事項に移らせていただ

きます。 

  報告事項ウ「令和５年度東京都教育委員会職員表彰被表彰者について」、これも下条室長、

説明をお願いします。 

○指導室長 では、御手元、５１ページを御覧ください。 

  「令和５年度東京都教育委員会職員表彰被表彰者について」、御報告いたします。 

  今年度は３名、そして１学校ございます。 
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  まず、大井川今日子、尾久小学校主幹教諭でございます。主な功績内容としましては、就

学前教育と小学校教育の円滑な接続に大きな貢献を果たしました。 

  具体的には、令和４年度荒川区就学前教育と小学校教育との一層の円滑な接続を図るため

の教育課程の普及・検討委員会の委員としまして、区内幼稚園や他の小学校での実証授業等

に積極的に参加し、指導助言を行ったところでございます。 

  こうした委員会で作成しました授業のモデルプランにつきましては、就学前施設保育者と

も共有しまして、小学校ではどのような授業をしているのか、また、就学前施設ではどのよ

うに生かしていただきたいかといったところ、保幼小のつながりを意識した手だてを考えた

ところでございます。 

  次です。２人目は中島綾子、赤土小学校主任教諭でございます。こちらは図画工作の教科

指導に大きな功績があったものでございます。 

  こちらは東京都図画工作研究会にも属しておりまして、授業者として全都に向けて授業発

表等で広く貢献をしたものでございます。また、その副研究局長も務めまして、研究会を支

えるとともに、指導法を東京都に広めてまいりました。その後、研究局長になりまして、東

京都図画工科研究の第一線で牽引したものでございます。また、荒川区におきましても、荒

川区研究会の図画工作部の研究部長を令和２年度から現在に至るまで務めております。 

  区内でも大きな信頼を受けておりまして、若手教員が本教員の授業を参観することも多々

あると聞いております。 

また、各校の展覧会にも出向きまして、展覧会の在り方、展示の工夫といったところでも、

本校のみならず、他校の展覧会の内容についても、その内容の充実に尽力してきたところで

ございます。 

   ３人目は上吉原悠貴、尾久宮前小学校主任教諭でございます。こちらはＩＣＴ教育の推進、

学校運営、算数科教育の研究に大きな功績があったものでございます。こちらは区の教育研

究会で算数科を務めております。また、先日御覧いただきました尾久宮前小学校の研究推進

校としてＩＣＴの利活用の推進、こちらを図りまして、校内での研究主任を務め、発表に導

いたところでございます。 

  さらに、地域と連携した特色ある学校経営としまして、尾久宮前小学校が認定を受けてお

りますユネスコスクール、こちらの方にも中心として、大豆の学習をステップアップさせて、

荒川区で大豆を通じた地域交流、そういったところまで高めたところ、また、和食のメニュ

ーの提案といったところも含めて、荒川区立小学校の地域連携の一翼を担ったところでござ

います。 

  次に、学校・グループでございます。荒川区立第六瑞光小学校でございます。こちらは、
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人権教育の推進に大きな功績があったものでございます。 

  令和３、４年度人権尊重教育推進校の指定を受けまして、昨年度研究発表を行いました。

さらに、引き続き今年度はじめ、令和５年度、６年度、指定を受けまして、研究を続けてい

るところでございます。 

  第六瑞光小学校は思いやりの心を大切にして、思いや考えを伝え合う児童の育成をテーマ

として指導に当たっております。思いやりの心を基盤とした子どもたち同士の良好な関係づ

くりを目指し、そのためには双方向のコミュニケーションが重要であり、一方的に伝えるだ

けではなくて、伝え合うことを重視した取組をしているところでございます。そうした伝え

合うということを中心に、主体的な学びの実現に取り組み、今回功績があったところでござ

います。 

  報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいまの説明につきまして、御意見、御質問等ございましたらお願いいたします。 

  小林委員。 

○小林委員 ３名の先生方が受賞されたということで、本当におめでたいことであると思います。

また、荒川区の教育事業のために大変に御尽力を頂きました先生方ですので、本当にうれし

く思っております。 

  大井川今日子先生ですけれども、教材開発をされたということで、これは尾久小学校だけ

ではなく、広く荒川区全体としても活用されているのかどうかということと、こういった教

材ですが、外からアクセスが可能なのかどうかということに関しまして、教えていただきた

いと思っております。 

  それと、中島綾子先生ですが、優れた授業実践をされてこられているということですけれ

ども、非常に興味がありまして、具体的に何かこういった授業実践をされているということ

があれば御紹介いただけるとありがたく思っております。 

  そして、上吉原悠貴先生ですが、令和４年度から５年度、荒川区の研究推進校ということ

で、先日も研究発表会に行かせていただきまして、大変に活躍をされておられました。今回

受賞されるということで、本当にうれしく思っております。 

  ３人の先生方にくれぐれもよろしくお伝えください。また、今後とも荒川区のために、お

力添えいただけるとありがたいということでお伝えいただけると幸いです。よろしくお願い

いたします。 

○指導室長 まず、先生方に今、高く評価いただきましたこと、本当にありがとうございます。

私の方から校長を通して、必ず御言葉を伝えさせていただきます。ありがとうございます。 

  では、まず大井川今日子主幹教諭についての功績でございますが、令和４年度荒川区就学
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前教育と小学校教育との一層の円滑な接続を図るための普及・検討委員会がございます。こ

ちらは区の中で、各校、公立の、また私立等の幼稚園、保育園から委員を募って活動してい

るものでございますので、その成果につきましては、区全体に広く活用させていただいてい

るところでございます。 

  資料につきましても、こちら、東京都の研究指定も併せていただいておりまして、成果物

につきましては、都の研究発表場面で広く発表しておりますので、御覧いただくことも可能

となってございます。 

  それから、赤土小学校の中島綾子主任教諭でございます。こちらは、まずはしっかりとし

た授業を実施しているところでございます。具体的には、授業技術だけではなくて、子ども

たちに結果を恐れずにチャレンジしてやってごらんという創作意欲を大切にする指導が大変

優秀であります。子どもたちも授業を楽しみにしておりまして、子どもたちが伸び伸び学ぶ

姿が大変すばらしいというところでございます。 

  また、教科指導に限らず、この教員は委員会、クラブ、生活面でも子どもたちに寄り添っ

た指導、内発的動機を大切にした指導ができているというところで、高く評価しているとこ

ろでございますとともに、保護者からの信頼も厚いというところで、教科にとどまらず、学

校全体の指導に大変頼りになっているといったところの功績があるところでございます。 

  以上でございます。 

○小林委員 ありがとうございます。 

○指導室長 よろしいでしょうか、追記で。 

○教育長 はい。 

○指導室長 先ほど長島先生から御質問いただいた文部科学省の表彰実績の件でございます。 

   令和４年度につきましてですが、文部科学省としては約８００名の表彰者がございました。

そのうち、東京都教育委員会の表彰者につきましては１２０名ということでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○長島委員 ありがとうございます。 

○教育長 そのほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  では、次に移らせていただきます。 

  報告事項エ「第１６回柳田邦男絵本大賞の受賞者について」を議題といたします。山下ゆ

いの森課長、説明をお願いします。 

○ゆいの森課長 「第１６回柳田邦男絵本大賞の受賞者について」、報告するものでございます。 

   小・中学校の皆様に多大な御協力を頂きまして、先日も報告させていただきましたとおり、

今年は過去最高の１，９２０作品ということで御応募いただきまして、選考については一次
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選考はゆいの森課事務局、二次選考は柳田邦男先生ということで選考させていただきました。 

  受賞作品につきましては、一覧を裏面に掲載させていただいておりまして、大賞、優秀賞、

佳作、努力賞、学校名、学年、氏名、題名について掲載させていただいております。 

  受賞作品集の作品につきましては、今後、柳田先生からのメッセージを添えまして、作品

集として冊子にいたします。作品集は各図書館に所蔵するほか、図書館のホームページ上で

公開する予定でございます。 

  私の方から以上でございます。 

○教育長 ただいまの説明につきまして、御意見、御質問等ございましたらお願いいたします。 

○小林委員 この受賞者の学校名を見ると、第三日暮里小学校が多いですね。今年大変頑張った

ということでしょうか。 

○ゆいの森課長 そのように考えております。応募者数が多ければ必ず受賞者が多くなると決ま

っているわけではないですけれども、今回は多かったということです。 

○小林委員 ありがとうございます。 

○教育長 第三日暮里小学校では図書館を使った研究授業をここ何年かやっていただいていまし

て、研究発表に先生たちが一生懸命取り組んだ成果が、子どもたちのこういった作品の質の

向上にもつながっているのではないかと思っております。 

○小林委員 そうですね。 

○教育長 そのほかいかがでしょうか。 

  今回、中学生たちも複数、優秀賞とか佳作、努力賞に入選していまして、そういった意味

では教育センターの学校図書館支援室が中学生の読書教育に熱心に取り組んでいただいた、

その成果がこの絵本の分野でも着実に表れてきているかなと思っております。 

  杉山所長。 

○教育センター所長 学校図書館のこれからの啓発ということで、中学生の読書活動をしっかり

推進していくというところを含めて、この柳田邦男絵本大賞の方にも中学生が積極的参加す

るという呼びかけをして、こういった結果になったところでございます。 

○小林委員 そうですか。よかったですね。 

○教育長 長島先生、いかがでしょうか。 

○長島委員 中学生のことですが、中学３年生が１人いて、いいなと思いました。 

○教育センター所長 中学生も先ほどお伝えしたように１年生から３年生まで、しっかりとどの

学年も絵本大賞に関わるような形で推進をさせていただいております。ありがとうございま

す。 

○教育長 よろしいでしょうか。後ほどまた日程の中で触れさせていただきますけれども、ぜひ
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表彰式には教育委員の先生方も御出席賜れればと思ってございます。 

  本件についてはよろしいでしょうか。 

○小林委員 絵本大賞と直接には関係ないかもしれないのですけれども、ゆいの森が行政ナビで

紹介されていますよね。大変によろしいと思いました。 

○ゆいの森課長 ありがとうございます。絵本大賞についてはＰＲをできるだけ可能な範囲でや

ってきておりまして、電子申請についても教育委員会に御意見を頂いて、ちょっと何百とい

う結果にはまだ結びついてはいないですけれども、毎年少しずつでもそれを知っていただけ

るようにということで努力しておりますので、また、御意見を頂ければと思います。 

○小林委員 絵本大賞もそうですが、ゆいの森の職員の方がとても頑張っておられます。例えば

荒川区の地方テレビ局ですか、作成の映像がＹｏｕＴｕｂｅに配信されているのですが、職

員の方がそれぞれのコーナーに関して説明をする内容で、大変に職員の方の熱意が伝わって

きますので、職員の方々にもよろしくお伝えください。 

○教育長 それでは、本件については以上とさせていただきます。 

  次に、教育委員会の日程につきまして、事務局から説明がございます。 

○教育総務課長 ５７ページを御覧いただければと思います。 

  まず、一番上にあります修正箇所でございます。次回の１月２６日の教育委員会定例会の

開始時刻を１２時とさせていただければと思います。少し早い時間になります。 

  その下の表のところを御覧いただければと思うのですけれども、１月２６日の金曜日につ

いては、１２時から特別会議室、ここの会場で定例会を行った後、第三日暮里小学校の研究

発表が１３時４０分からございますので、可能でありましたら定例会終了後に研究発表の方

を御視察いただければなと思いまして、今回、時間をちょっと早めにさせていただいたとこ

ろでございます。 

  また、その下の１月３０日については、第二ブロックの教育委員会協議会について、終了

の時間が１６時から１９時３０分までに修正させていただきましたので、今回のところから

の修正箇所でございます。 

  また、表の下のその他の予定のところを御覧いただければと思いますけれども、本日、１

６時から合同の表彰式がございます。 

  また、３段目下にございます１月２８日の日曜日について、柳田邦男絵本大賞の表彰式が

あるところでございます。以上でございます。 

○教育長 以上をもちまして、教育委員会令和６年第１回定例会を閉会いたします。 

―了― 


